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1. は じ め に

産業排水特に工程別排水をどを生物処理 (活性汚泥法

など)を用いて無害化するに当たり,しばしば直面する

問題としては,フェノール含有排水などのように高濃度

になると生物に対し阻害作用を示す基質が含まれること

である.著者らは,フェノール含有排水を例にとりフェ

ノールの分解に有効な菌を活性汚泥より単離し,その特

性について前報1)で報告したが,このバクテリアを用い

た生物処理を考える場合,バクテリアそのものによるフ

ェノールの分解はかなり高濃度まで有効であるが,増殖

した菌を処理水と分離するためには通常微生物のフロッ

クを生成させることが不可欠となる.このフロック化に

有効に寄与すると考えられる原生動物や後生動物が,フ

ェノールに対し耐性を有しないためにしばしば処理水中

にバクテリアが流出し,濁度が上がり,処理の目的を達

しないこととなる.本報告では高濃度フェノールを処理

する目的で,先ずバクテリアによる分解のための処理槽

と,増殖したバクテリアを捕食し,あるいはフロック化

させる活性汚泥槽の二段処理法について検討した.その

結果,特に二段目のバクテリア処理を目的とする曝気槽

に十分な後生動物を維持するために少量のポリペプトン

を添加することが効果的であり最終的に十分清澄な処理

水が得られることがわかった.

2.実験装置および手法

実験に用いたフェノール分解菌は当方の研究室におい

て活性汚泥より分離したAcinetobactersp.に分類され

るバクテリアである.また処理を行う人工排水として

Tablelに示す組成の培養液を用いた.装置は,プロセ

スの処理効果の比較を行う目的でA,B,Cと三種類の系

列を並行して用いた.まずA系列としてフェノール分解

菌組込みの活性汚泥槽一段 (2.5～,液滞留時間24hr)だ

けのもの,B系列としてFig.1に示すようなバクテリア

槽 (1.0g)と活性汚泥槽 (2.0g)の二段プロセス,そし
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てC系列としては,B系列と同様であ予が二段目の活性

汚泥槽に同時にポリペプトンを625mg/day (250mg/∫

に相当する)の割合で添加して積極的に後生動物の維持

をはかったものを用いた.A,B,C主系列共最終段には

沈降槽(1.5～,液滞留時間14.4hr)を有し汚泥を沈降分

離する.以上三種の装置での処理実験を並行して行い各

槽出口のフェノール濃度,演液のT.0.C.(Total Ora･

ganicCarbon)濃度,各汚泥槽中のM.LS.S.(Mixed

Liquor Suspended Solid,汚泥濃度),M.L.Ⅴ.S.S.

(MixedLiquorVolatileSuspendedSolid,揮発性汚泥

濃度),および最終段つまり沈醸槽から排出される処理水

の濁度を継続観測した.なお濁度は分光光度計を用いて

波長 600nmで10mm の石英セルによる吸収で示した.

Table1 CompositlOnOfculturemedium.

Phenol 500mg/l MgSO47H20 2250mg′ー

K2HPO. 2175mg/l CaCl2 27mg/i

KH2PO4 850mg/l FeCl36H20 25mg/1

Na2HPO4 4460mg/1 NH4Cl 170mg/11

5clarifier 6rollerpump(forretur?sludge)7stirrer
8temp.controller9airpump 10mlCrOfeederforpolypeptone
inthecaseofseriesC

Fig.1 Experimentalapparatus.
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